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本
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

日
頃
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
御
理
解
と

御
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
本
年
度
の
事
業
活
動
の
一

つ
で
あ
る
「
奨
学
金
の
贈
呈
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
去
る
十
一
月
九
日
に

十
六
名
の
生
徒
に
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。 

 

例
年
実
施
し
て
い
る
「
及
川
昭
子

先
生
に
よ
る
着
物
着
付
け
教
室
」
及

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
等
参
加

に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。 

 

と
こ
ろ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
が
増
え
て
お
り
、
死
亡

者
も
増
加
し
て
、
収
束
の
見
込
み
も

立
ち
ま
せ
ん
。
登
米
市
で
も
、
市
民

病
院
を
は
じ
め
小
中
学
校
、
高
校
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
そ
の
他
各
種
団 

体
で
も
感
染
者
が
続
出
し
大
変
な
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
が
三
年
も
続
き
、

こ
の
間
各
種
会
議
の
中
止
や
外
食
等

飲
食
の
自
粛
が
続
い
た
た
め
、
飲
食

業
や
関
連
業
者
が
相
次
い
で
休
業
や

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
地
域
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。 

 

更
に
ロ
シ
ア
が
一
方
的
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
侵
攻
し
た
事
な
ど
が
原
因
と

し
て
急
激
に
「
円
安
」
が
進
ん
で
、

ガ
ソ
リ
ン
や
食
糧
品
等
の
輸
入
物
資

が
値
上
が
り
し
、
生
活
必
需
品
が
大

幅
に
値
上
が
り
し
て
私
達
の
生
活
が

ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
学
校
や
病
院
、
ア

パ
ー
ト
、
発
電
所
な
ど
産
業
や
生
活

基
盤
が
破
壊
さ
れ
、
一
般
市
民
に
も

多
数
の
犠
牲
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
我
が
国
で
も
七
月
に
安
部
晋

三
元
総
理
大
臣
が
銃
撃
を
受
け
て
死

亡
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
本
年
は
、
重
大
な
事

件
が
発
生
す
る
な
ど
、
暗
い
一
年
と

な
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
て
、
佐

藤
葵
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
葵
ち
ゃ
ん
ば
、
生
ま
れ
た
時
か

ら
心
臓
に
重
い
疾
患
が
あ
り
、
四
度

の
手
術
を
受
け
て
も
改
善
が
み
ら
れ

ず
、
心
臓
移
植
を
受
け
る
決
意
を
し

ま
し
た
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
」
が
収
束
し
「
繁
栄
」
を
、
生
徒
た
ち
の
た
め
に
支
援
を 
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令
和
四
年
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Ｅ
Ｔ
Ａ
奨
学
金
交
付
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十
一
月
九
日 

 

今
年
度
は
十
六
名

の
生
徒
に
Ｅ
Ｔ
Ａ
奨

学
金
を
交
付
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
会

員
の
皆
様
方
に
会
費

を
納
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
お
陰
で
あ

る
こ
と
を
生
徒
・
教

職
員
一
同
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

当
日
は
佐
藤
市
郎

会
長
様
よ
り
、
一
人
一
人
に
直
接
奨
学
金
を
手
渡
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

●
申
請
者
…
十
六
名 

 

●
決
定
者
…
十
六
名 

●
給
付
額
…
一
人
一
万
五
千
円 

 

生
徒
代
表
の
言
葉 

 

生
徒
代
表 

四
年 

佐
藤 

颯
柊 

 

Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
が
、
私
た
ち
佐
高
定
時
制
の
た
め
に

毎
年
会
費
や
寄
付
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
貴
重
な
お
金
を
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
奨
学
金
と
し
て
私

た
ち
に
交
付
し
て
く
だ
さ
り
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
一
万
五
千
円
と
い
う
金
額
は
私
に
と
っ
て
大
変
高
額
な

も
の
で
す
。
そ
れ
を
学
校
生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
支
援
と
い

う
形
で
私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
る
Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の

思
い
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
思

い
を
胸
に
、
今
後
の
学
校
生
活
に
お
い
て
も
こ

れ
ま
で
同
様
、
学
業
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。
本
日
は
奨
学
金
を
交
付
し
て
い
た

だ
き
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 

例
年
、
一
月
に
実
施
し
て
き
た
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か 

 

ら
、
今
年
度
も
実
施
し
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
手
術
を
受
け

る
費
用
は
、
五
億
円
か
か
る
見
込
み

で
あ
り
、
こ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
あ
お
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
」
が
中

心
と
な
っ
て
募
金
活
動
を
続
け
た
結

果
、
五
億
三
千
万
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
来
年
一
月
に
渡
米

し
、
移
植
手
術
を
待
つ
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
活
動
は
、
一
歳
の
葵
ち
ゃ
ん

の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
多
く
の

人
々
が
賛
同
し
、
献
金
し
た
「
証
」

で
あ
り
、
最
も
尊
い
行
動
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
、

会
員
皆
様
の
会
費
納
入
に
よ
り
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
納
入

し
て
い
な
い
方
々
は
、
早
め
の
納
入

方
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
生
徒
達
は
様
々
な
理
由

で
、
昼
働
き
な
が
ら
夜
勉
学
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
御

理
解
と
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

新
年
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

円
安
も
改
善
さ
れ
て
繁
栄
の
年
と
な

り
ま
す
よ

う

祈

念

し
、
皆

様

の
ご
健
勝

を
祈
念
申

し
上
げ
ま

す
。 

佐
高
定
時
制
ア
ル
カ
ス
結
成 

 

十
二
月
一
日
に
南
方
武
道
伝
承
館
で
行
わ

れ
た
登
米
市
年
末
年
始
特
別
警
戒
出
動
式
に

お
い
て
佐
沼
及
び
登
米
警
察
署
長
、
登
米
市

長
（
代
理
）
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
集
う

中
、
生
徒
会
長
遠
藤
柊
花
さ
ん
、
副
会
長
菅

原
凜
さ
ん
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の

実
現
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
規
範
意

識
・
防
犯
意
識
を
高
め
、
よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
、
佐
沼
高
校
定

時
制
ア
ル
カ
ス
の
結
成
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

卒
業
生
に
よ
る
進
路
の
話 

 

十
二
月
十
三
日
に
令
和
二
年
度
卒
業
生
鎌

田
な
づ
な
さ
ん
に
よ
る
進
路
講
話
を
実
施
し

ま
し
た
。
鎌
田
さ
ん
は
農
事
組
合
法
人
水
鳥

に
勤
務
し
て
お
り
、
現
在
の
仕
事
や
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

定
時
制
で
身
に
付
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
現
在
の
仕
事
や
生
活
に
生
か
さ
れ

て
お
り
、
毎
日
登
校
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
話
は
後
輩
に
自
信
と
希
望
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。 



  令和４年度 生徒活動報告 

 令和４年度 進路決定状況  令和4年12月現在  

（２）第72号 Ｅ Ｔ Ａ だ よ り 令和4年12月23日 

 

六
月
の
定
通
大
会
陸
上
競
技
の
部
千
五
百
Ｍ
で
二
位
に

入
賞
し
た
三
年
藤
森
颯
晟
君
、
女
子
百
Ｍ
、
二
百
Ｍ
で
優

勝
し
た
三
年
佐
藤
南
さ
ん
が
県
代
表
と
し
て
七
月
三
一
日

か
ら
八
月
三
日
に
東
京
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
総
合
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

○
佐
藤
南
さ
ん
・
・
・
全
国
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
走
り
を
体
感

し
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
来
年
に
向
け
て
こ
こ

か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

○
藤
森
颯
晟
さ
ん
・
・
・
今
回

の
練
習
か
ら
全
国
大
会
ま
で
学

べ
た
こ
と
は
、
走
る
こ
と
の
楽

し
さ
で
す
。
来
年
ま
た
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

令和４年度 在学生 就業状況   令和4年12月現在 

全
国
定
通
大
会 

七
月
三
十
一
日
～ 

 今年度の就職・進学の状況は下記の通りとなっています。生徒たちの

努力が実り、６名の生徒が希望進路を達成することができました。残る

１名もこのETAだよりが手元に届く頃には採用試験の結果が届いている頃

です。生徒たちは，採用試験や推薦入試に向けて夜９時３０分の下校時

刻ぎりぎりまで学校に残り、勉強や面接練習に励んでいました。 

 就職内定４名 

 

       

 

 進学２名 

 

 

就職活動中１名 

 今年度も多くの事業所さんで定時制の生徒がお世話になっています。 

 右下の写真は後藤鐵工さんでアルバイトをしている定時制１年生の佐藤力

さんの仕事の様子。 

 仕事に真面目に取り組み、週に５日間勤務しており、勉強とアルバイトの

両立を図っています。 

 事業所の方からは「真面目に仕事に取り組んで

います」との言葉をいただいており、温かくご指

導をいただいております。 

佐
高
祭
全
校
制
作 

八
月
二
十
六
日 

進
路
見
学
会 

十
一
月
十
八
日 

 
 

（
女
川
・
鮎
川
方
面
） 

三光化成株式会社（製造技術・成形） 一関 ４年男 

株式会社栗駒ポートリー（鶏卵の選別包装） 金成 ４年男 

宮城ダイナパック株式会社（生産技能職） 南方 ４年男 

仙台検査株式会社 （非破壊検査） 仙台 ４年男 

尚絅学院大学（心理・教育学群 心理学類） 名取 ４年男 

気仙沼リアス調理製菓専門学校 気仙沼 ４年男 

 全体就業率 １３人/２１人中  ６１.９％ 

    ＝日頃から大変お世話になっている企業・事業所＝ 

すし海道佐沼店様 セブンイレブン佐沼中江店様 やまなか家佐沼店様        

宮城ダイナパック株式会社様 伊藤ハムデイリー様 らーめん武蔵様  麵

屋一魂様 後藤鐵工様 日本マクドナルド佐沼店様 ウジエスーパー南佐沼

店様 ビーンズ佐沼店様 ルートイン佐沼様 横山左官様                

交
通
安
全
教
室 
 

十
月
七
日 

会
場
・
講
師
依
頼
：
北
宮
城
自
動
車
学
校 

修
学
旅
行 

十
二
月
七
日
～
九
日 

 
（
北
海
道
・
青
森
方
面
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年

の
佐
高
祭
も
定
時
制
生
徒
・

職
員
の
み
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
七
月
か
ら
モ
ザ
イ

ク
ア
ー
ト
の
制
作
を
始
め
、

折
り
紙
の
ピ
ー
ス
を
一
人
一

人
が
台
紙
に
貼
り
付
け
た
り

台
紙
同
士
を
貼
り
合
わ
せ
た

り
な
ど
し
て
大
き
な
作
品
に

仕
上
げ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
女
川
の
蒲
鉾
本
舗
高
政
や
御
番
所
公
園
、
ホ

エ
ー
ル
タ
ウ
ン
お
し
か
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
天
気
に

も
恵
ま
れ
御
番
所
公
園
か

ら
の
金
華
山
や
水
平
線
の

眺
め
は
絶
景
で
し
た
。 

 

高
政
で
は
，
オ
ー
ル
電

化
の
工
場
内
見
学
や
蒲
鉾

の
手
焼
き
体
験
を
行
い
焼

き
た
て
の
蒲
鉾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ホ
エ
ー
ル
タ

ウ
ン
お
し
か
で
は
、
か
つ

て
宮
城
の
重
要
産
業
だ
っ

た
捕
鯨
の
歴
史
や
現
状
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

こ
の
見
学
会
を
通
し
て

様
々
な
働
き
方
が
あ
る
こ

と
や
新
し
い
発
見
・
気
付

き
も
あ
り
、
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

四
年
ぶ
り
に
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
、
函
館
・
青
森
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
日
目
の
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群
・

元
町
の
自
主
研
修
で
は
生
徒

た
ち
は
買
い
物
や
食
事
を
満

喫
し
、
函
館
山
の
夜
景
を
見

て
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

二
日
目
は
五
稜
郭
タ
ワ
ー
や

ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
、
男

爵
ラ
ウ
ン
ジ
、
青
森
に
移
動

し
て
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ

セ
を
見
学
。
三
日
目
は
浅
虫

水
族
館
で
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー

な
ど
を
楽
し
み
思
い
出
に
残

る
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
ど

こ
の
見
学
地
で
も
マ
ナ
ー
や

時
間
を
守
っ
て
行
動
し
、
互

い
に
思
い
や
り

を
も
っ
て
接
す

る
な
ど
生
徒
達

の
持
ち
前
の
良

さ
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
た
三
日

間
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 

    

今
年
度
は
二
年
ぶ
り
に
北
宮
城
自

動
車
学
校
を
会
場
に
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
。 

 

自
転
車
通
学
者
及
び
徒
歩
通
学
者

に
は
楽
し
い
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

交
通
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
自
動
車
通
学
者
に
は
丁
寧
な
実

技
指
導
を
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
や

命
を
大
切
に
す
る
意
識
が
一
層
高
ま

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

【編集後記】 

 今号をお読みいただき、ご意見・ご感想がありましたら次号以降の参考とさせていただきますので事務局までご意見等をお寄せください。 

 会員の皆様におかれましては、良い新年を迎えられますことを心よりお祈り申し上げます。  

 佐沼高等学校定時制ＥＴＡ事務局 担当 教頭 菊田教道、教諭（進路指導部長）早﨑虎一郎、教諭 片平有香、教諭 髙橋千晶 
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